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サ
ン
・
ジ
ャ
ン
（
以
下、

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
最
古
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
ム
テ
ィ
エ
・

(
l)
 

ム
テ
ィ
エ
）

は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
づ
く
混
乱
の
中
で
破
壊
さ
れ、

そ
の
遺
構
は
現
存
し
な
い
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は、

し
か
し、

修
道
院
を
出
自
と
す
る
数
多
く
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
柱
頭
が、

今
日、

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
附
属
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
を
は
じ
め、

デ
イ
ジ
ョ
ン
の
考
古
学
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る。

ま
た、

の
ア
ル
ト
マ
イ
ヤ
ー
氏
所
蔵
の
彫
刻
断
片
と、

本
山
で
あ
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
第
三
教
会
堂
（
以
下、

た
彫
刻
師
た
ち
を
解
明
す
る
鍵
と
な
る
点
に
あ
る。

史
料
か
ら
限
定
で
き
る、

と
い
う
点
で
貴
重
な
作
品
群
を
な
す。

は
じ
め
に

研
究
の
目
的

ム

テ
ィ

工

． 

サ
ン
．

 ジ
ャ
ン

の
ロ

パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館、

バ
ー
ル
・
レ
・

ゼ
ポ
ワ
ス
の
館

か
つ
て
修
道
院
の
あ
っ
た
地
に
住
む
個
人
（
複

数）

の
所
蔵
に
な
る
彫
刻
も
ム
テ
ィ
エ
の
も
の
と
確
認
さ
れ
て
い
る
（
文
末
の
現
存
彫
刻
一

覧

を
参
照）
。

加
え
て、

米
国
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
グ
レ
ン
カ
ー
ン
美
術
館
に
伝
ム
テ
ィ
エ
と

さ
れ
る
柱
頭
が
あ
る。

こ
れ
ら
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
柱
頭
は
説
話
柱
頭
と
葉
飾
り
柱
頭
か
ら
な
り、

い
ず
れ
も
高
い
質
を
示
す。

数
が
ま
と
ま
っ
て
現
存
し、

状
態
も
よ
く、

制
作
年
代
の
範
囲
が

ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
彫
刻
が
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
ク
リ
ュ
ニ
ー
派
の
総

ク
リ
ュ
ニ
ー）

の
西
正
面
扉
口
を
請
け
負
っ

ク
リ
ュ
ニ
ー
も
大
交
差
部
の
南
袖
廊
の
み

ク

リ
ユ

．

ヽ

証
的
に
考
察
す
る。

タ
ー
リ
ン

グ

常
田
益

代

を
残
し
て
破
壊
さ
れ、

西
扉
口
の
彫
刻
に
関
し
て
は、

現
存
作
例
が
あ
ま
り
に
も
断
片
的
で
あ

る
た
め
実
証
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た。

こ
う
し
た
現
状
で
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
群
は、

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
扉
口
彫
刻
の
技
法
と
様
式
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
の
何
よ
り
の
手
が
か

本
稿
は
二
つ
の
目
的
を
も
つ
。

第
一

に、

米
仏
の
美
術
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
ロ
マ
ネ
ス
ク

期
の
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
群
を
本
邦
に
初
め
て
紹
介
し、

柱
頭
の
画
面
構
成
と
そ
の
表
現、

び
彫
刻
技
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る。

第
二
に、

お
よ

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
技
法
に
近
い
作
例
を
探

す
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
西
正
面
扉
口
と
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
彫
刻

断
片
を
精
査
し、

一

九
二
二
年、

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
両
方
の
作
業
場
に
関
わ
っ
た
彫
刻
師
集
団
を
実

研
究
の
現
状
と
方
法

フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
は
ム
テ
ィ
エ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
柱
頭
を
十
二
ま
と
め
て
購
入

し
た。

当
時
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
授
だ
っ
た
キ
ン
グ
ス
レ
ー
・

ポ
ー
タ
ー
が
こ
の
「
出
来

(
2)
 

事」

を
紹
介
し、

こ
こ
に
ム
テ
ィ
エ
の
研
究
が
始
ま
っ
た。

数
年
後、

オ
ベ
ー
ル
が
ル
ー
ブ
ル

(
3)
 

美
術
館
所
蔵
の
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
を
紹
介
し
た。

こ
の
時
点
で
は
ケ
ネ
ス
・
コ
ナ
ン
ト
の
ク
リ

り
に
な
る
と
思
わ
れ
る。

マ
ネ
ス
ク
柱
頭
と

ー
の
酉
扉
口
彫
刻

.L -­

,_,,,_ 
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術
館
蔵
の
柱
頭
に
加
え、

一

九

コ
ナ
ン
ト
の
発
掘
に
よ
り
出
土
し
た
賂
し
い
数
の
彫
刻
断
片
を
調
査

関
係
を
具
体
的
に
例
証
す
る
も
の
で
あ
る。

片
を
調
査
し
た。

廊
の
一

部
と
南
袖
廊、

南
小
塔
内
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
祭
室、

五
0
年
ま
で
つ
づ
く。

本
稿
は、

ュ
ニ
ー
の
発
掘
は
開
始
し
て
お
ら
ず、

ク
リ
ュ
ニ
ー
と
の
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一

年、

ザ
ル
ネ
キ
は
そ
の
著
「
ギ
ス
レ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
ー
オ
ー
タ
ン
の
彫
刻
師』

ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
助
手
の
一

人
が

(
4)
 

を
出
し
た。

こ
の
説
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る。

「
ム
テ
ィ
エ
・

サ
ン
・
ジ
ャ
ン
の
彫
刻
師」

は
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
の
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
を
詳
し
く
解
説
し、

(
5)
 

ま
え、

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
関
係
を
示
唆
し
た。

つ
づ
く
一

九
八
一

年、

サ
パ
ン
に
よ

(
6)
 

り
ム
テ
ィ
エ
出
自
の
柱
頭
が
二
つ
新
た
に
紹
介
さ
れ、

そ
の
後
こ
れ
ら
の
柱
頭
は
デ
イ
ジ
ョ
ン

ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
は
個
人
蔵
の
ム
テ
ィ
エ
出

つ
づ
く
一

九
八
六
年
に
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
期
に
お

(
7)
 

よ
ぶ
ム
テ
ィ
エ
の
現
存
彫
刻
を
網
羅
し
た
調
査
研
究
を
発
表
し
た。

こ
こ
に
お
い
て、

ム
テ
ィ

工
の
現
存
彫
刻
の
リ
ス
ト
が
ほ
ぼ
完
成
し、

研
究
の
基
盤
が
整
っ
た
と
い
え
る。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ、
一

歩
進
め、

そ
の
た
め
に、

の
中
で
ギ
ス
レ

で
あ
る
と
す
る
説

コ
ナ
ン
ト
の
発
掘
成
果
を
ふ

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
米

仏
の
美
術
館
所
蔵
の
作
品
に
加
え、

近
在
の
ブ
ッ
シ
ー
の
教
会
堂
柱
頭
と
フ
ラ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
断

ク
リ
ュ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
元
の
位
置
(in
situ)

に
現
存
す
る
柱
頭
（
南
側

ガ
リ
ラ
ヤ
扉
口）

と
フ
ァ
リ
ニ
エ
美

し
た。

出
土
品
の
一

部
は
オ
シ
エ
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が、

ほ
と
ん
ど
は
未
公
開
の
ま

ま
収
蔵
庫
で
眠
っ
て
い
る。

筆
者
は
幸
い、

収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
彫
刻
断
片
を
二
度
に

(
8)
 

わ
た
り
調
査
す
る
機
会
を
得
た。

コ
ナ
ン
ト
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
発
掘
は
一

九
二
八
年
に
始
ま
り、

戦
時
中
の
中
断
を
経
て、

コ
ナ
ン
ト
は
発
掘
坑
を
Pit
と
呼
び、

発
掘
の
順
に
Pit
I、

Pit
II
と

番
号
を
つ
け、

最
後
は
Pit
X
C
で
あ
る。

筆
者
は
こ
れ
ら
の
Pit
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
を

調
べ
て
い
る
内
に、

西
扉
口
周
辺
に
位
置
す
る
発
掘
地
点
Pit
II
 (一

九
二
八
年）

と
Pit
X
 

（
一

九
二
九
年）

か
ら
出
土
し
た
断
片
に
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
の
彫
り
方
と
著
し
い
類
似
を
示
す

自
の
彫
刻
断
片
を
紹
介
し、

考
古
学
博
物
館
に
入
っ
た。

同
じ
時
期
に、

一

九
七
0
年
代
に
入
り、

サ
イ
デ
ル

一

九
六

も
の
が
多
い
の
に
気
付
い
た。
Pit
II
と
Pit
X
か
ら
の
出
土
品
は
数
が
多
い
ば
か
り
で
な
く、

か
つ
て
扉
口
彫
刻
の
一

部
を
成
し
て
い
た
使
徒
像
の
比
較
的
大
き
な
彫
刻
断
片
や
彩
色
の
美
し

く
残
る
断
片
な
ど
を
含
む。

発
掘
地
点
と
Pit
番
号
と
の
照
合
は、

(
9)
 

る
コ
ナ
ン
ト
の
野
帳
と
小
さ
な
Pit
番
号
図
を
参
照
し
た。

ム
テ
ィ
エ

と
ク
リ
ュ
ニ

ー
の
関
係

オ
シ
エ
美
術
館
所
蔵
に
な

ム
テ
ィ
エ

修
道
院
の
歴
史
は
五
世
紀
に
遡
る。
『
レ
オ
ン
の
聖
ヨ
ア
ン
ニ
ス
伝』
(
Vita

．
）

こ
拠
れ
ば、

聖
ヨ
ア
ン
ニ
ス

S
ミz
cti
]o
h
a
n
nzs
 Reo
m
念
nszs

�

0
年
（
一

説
に
は
四
二
五
年）

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
北
部
ク
ア
ル
タ
ニ
ア
ク
ス
（
現
在
の
デ

(
10)
 

イ
ジ
ョ
ン
と
ラ
ン
グ
ル
の
間）

に
生
ま
れ
た。

聖
ジ
ャ
ン
は
レ
オ
ム
河
畔
で
隠
修
生
活
を
し
た

後、

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
レ
ラ
ン
修
道
院
で
学
ん
だ。

そ
の
後、

（
以
下、

聖
ジ
ャ
ン
）

は
四
二

ス
ミ
ュ
ー
ル
・

ア
ン
・

オ
ク
ソ

つ
い
で
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
が
聖
ジ
ャ
ン
に
修
道
院
設
立
の
勅
許
状
を
与
え
た
の
を
機
に、

サ
ン

ム

テ

ィ

エ

¢

創
始
者
の
名
に
因
み
聖
ジ
ャ
ン
の
修
道
院
(
M
o
naste
riu
m
sa
n
cti
 , Joa
n
nis)

が
設
立
さ
れ
た。

そ
の
後、
『
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
則』

が
『
聖
マ
カ
リ
オ
ス
会
則』

に
取
っ
て
代
わ
る
と、

マ
教
皇
の
介
入
が
強
ま
り
修
道
院
の
自
律
性
は
弱
ま
り、

戒
律
の
遵
守
は
緩
ん
で
い
っ
た。

九

1

0
年
ク
リ
ュ
ニ
ー
会
が
南
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
そ
の
礎
を
築
い
た
の
は
こ
う
し
た
時
期
だ
っ
た。

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
の
関
係
は、

九
八
二
年
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
第
四
代
修
道
院
長
マ
イ

(
11)
 

ヨ
ー
ル
が
ム
テ
ィ
エ
の
院
長
を
兼
ね
た
時
に
始
ま
っ
た。

院
長
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
儀
礼
を
は
じ

(
12)
 

め
典
礼
書
や
慣
例
集
な
ど
の
書
物
も
ム
テ
ィ
エ
に
持
ち
込
ん
だ。

マ
イ
ヨ
ー
ル
の
伝
記
を
著
し

た
ク
リ
ュ
ニ
ー
僧
ラ
ウ
ル
・
グ
ラ
ベ
ー
ル
は
一

0
0
三
年
＼
一

五
年
に
ム
テ
ィ
エ
・

サ
ン
・
ジ

(
13)
 

ャ
ン
の
僧
だ
っ
た
が、

こ
の
時
の
修
道
院
の
生
活
と
儀
礼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る。

十
一

世
紀
に
な
る
と
ム
テ
ィ
エ
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
分
院
の
一

っ
に
名
を
連
ね、

関
係
は
い
っ

そ
う
強
ま
っ
た。

十
二
世
紀
に
入
る
と
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
ニ
世
院
長
（
在
位
I

1

0
九
＼
三
三

ヽ
こ。

L
↑
 

ワ
に
連
れ
戻
さ
れ
と、

二
、

ロ
ー

レ
ラ
ン
修
道
院
に
倣
い
『
聖
マ
カ
リ
オ
ス
会
則』

に
よ
る
修
道
院
を
築

- 216-
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一

九
八
七
年
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
発
掘、

0
年
代
の
南
袖
廊
の
発
掘
調
査
に
依
れ
ば、

教
会
堂
の
建
設
工
事
は
低
層
部
か
ら
高
層
部
に
進

(
17)
 

行
し
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る。

し
た
が
っ
て、

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
高
層
部
と
西
寄
り
ベ
イ
の
工
事、

部
に
ま
で
進
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る。

の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
崩
落
と
い
う
事
故
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
か
ら、

―
―

二
0
年
代
に
工
事
は
高
層

―
一

三
0
年
に
献
堂
式
を
み
た。

そ
の
間、
―
―

二
五
年
に
西
寄
り
ベ
イ

る
の
は
早
く
と
も
一
―

二
0
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る。

ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
を
く
わ
し
く
見
る
前
に、

ま
ず、

建
築
部
材
で
も
あ
る
柱
頭
が
組
み
込
ま

れ
て
い
た
教
会
堂
と
そ
の
建
設
年
代
の
枠
組
み
を
推
定
し
て
お
こ
う。

本
稿
で
扱
う
ム
テ
ィ
エ

の
柱
頭
は
先
に
言
及
し
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
ニ
世
院
長
が
建
て
直
し
た
教
会
堂
の
た
め
に
制
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

献
堂
式
の
年
代
に
関
す
る
記
録
は
な
い
が、

院
長
が
他
界
し
た
―
一

三

(
16)
 

三
年
以
前
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

仮
に
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
ニ
世
が
院
長
就
任

(
―
1

0
九
年）

基
礎
工
事
と
教
会
堂
低
層
部
の
建
造
期
間
を
勘
案
す
れ
ば、

柱
頭
の
制
作
と
そ
の
設
置
の
始
ま

一

方、

最
大
規
模
を
誇
っ
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
第
三
教
会
堂
は
一

〇
八
八
年
に
起
工
し、

年
の
歳
月
を
経
て、

つ
づ
く
一

九
九

三、

)
 

ム
テ
ィ
エ
・

サ
ン
・

ジ
ャ
ン
の
建
築
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
第
三
教
会
堂

の
直
後
に
建
設
計
画
を
打
ち
出
し、

間
髪
を
容
れ
ず
に
起
工
し
た
と
し
て
も、

四
0
余

年）

の
も
と
で
ム
テ
ィ
エ
は
最
盛
期
を
迎
え、

院
長
は
教
会
堂
を
新
た
に
建
て

直
し
た

(

14

(

Bern
a
d
us
 

r
e
o

m
a
e
n
s
e

m
 
e
c

cl
e
s
z
ミ

m
re
n
o
v
a

vzt
 

a
 

fu
n
d
ミ
m

e
n
t
i
s

…
）。

さ
ら
に
十
二
世
紀
中
期
の

ペ
ト
ル
ス
院
長
（
―
-

三
九
＼
七
九
年）

の
長
い
統
治
を
経
て、

ム
テ
ィ
エ
の
繁
栄
は
続

き、

十
三
世
紀
前
半
に
は
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
ポ
ー
チ
が
増
築
さ
れ
た。

現
在
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
分
館
の
ク
ロ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
あ
る
ム
テ
ィ
エ
の
ゴ

シ
ッ
ク
扉
口
は
こ
の
時
期
の
も
の
で

あ
る。
し

か
し
な
が
ら、

母
修
道
院
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
運
命
と
同
様、

十
三
世
紀
後
半
に
は
じ
ま

る
荒
廃
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
嵐
を
経
て、

教
会
堂
は
採
石
場
と
し
て
売
却
さ
れ、

つ

い
に
は
廃

虚
と
化
し
て
し
ま
っ
た。
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ム
テ
ィ
エ
の
現
存
柱
頭
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り 、

ム
テ
ィ
エ
の
修
道
院
建
築
を
描
い
た
唯
一

の
資
料
は 、

た
請
負
責
任
者
や
彫
刻
師 、

石
エ
の
往
来
が
最
も
活
発
だ
っ
た
時
期
で
あ
る 。

お
よ
び
ム
テ
ィ
エ
の
工
事
は
一

こ
れ

―

二
0
年
代
は
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
主
要
な
教
会
堂
の
建
設
工
事
が
同
時
に
進
行
し 、

優
れ

マ
ン
が
『
ガ
リ
ア
の
修
道
院』
(
Mo
n
astico
n
G
a
llic
a
n
u
m)

の
た
め
に
作
成
し
た
銅
版
画
で

(
18)
 

あ
る
（
挿
図
1
)。

こ
れ
を
見
る
と 、

教
会
堂
の
南
壁
に
沿
う
回
廊
を
囲
み 、

集
会
室 、

大
寝

室 、

食
堂 、

庫
裡
な
ど
を
配
し
た
典
型
的
な
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

修
道
会
の
伽
藍
を
示
し
て
い
る 。

外
陣
は
七
ベ
イ
か
ら
な
る
身
廊
と

側
廊
に
袖
廊
が
南
北
に
張
り
出
し 、

ザ
ー

ル
大
聖
堂
に
共
通
し
て
い
る 。

ま
た 、

各
ベ
イ
の
窓
は
側
廊
で
一

っ
、

身
廊
の
高
窓
レ
ベ

ル
で
三
つ
並
び 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

や
パ
レ
・

ル
・

モ
ニ
ア
ル
と
同
じ
で
あ
る 。

さ
ら
に 、

し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て 、

て
く
れ
る 。
―

つ
は
長
方
形
底
部
を
も
つ
扁
平
台
形
の
柱
頭
（
以
下 、

台
形
柱
頭）

は
溝
付
き
ピ
ラ
ス
タ
ー

（
以
下 、

片
蓋
柱）

は 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

や
パ
レ
・

ル
・

モ
ニ
ア
ル
に
も
見
ら
れ 、

ら
れ
て
い
る 。

ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
の
大
き
さ
は 、

ー
で
導
入
さ
れ 、

オ
ー

タ
ン
の
サ
ン
・

ラ

―
―

二
0
年
代
に
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
の
伝
播
に
伴
い

、

ム
テ
ィ

工
が
属
し
て
い
た
旧
司
教
区
ラ
ン
グ
ル
の
教
会
堂
も
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
と
彫
刻
様
式
を
反
映

ム
テ
ィ
エ
の
身
廊
立
面
も
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
そ
の
系
を
な
す
諸
教

(
19)
 

会
堂
の
よ
う
に
三
層
構
成
を
と
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い

。
こ
れ
ら
も
身
廊
立
面
の
推
察
を
助
け

で 、

の
上
に
載
っ
て
い
た 。

も
う
一

っ
は
半
円
底
部
を

も
つ
ベ
ル
型
柱
頭
で 、

半
円
付
け
柱
の
上
に
位
置
す
る 。

台
形
柱
頭
と
ベ
ル
型
柱
頭
の
併
用
例

ク
リ
ュ
ニ
ー

で
は
溝
の
つ
い
た
古

イ
ン

ト
ラ
ド
ス

典
的
な
片
蓋
柱
は
身
廊
に
面
し
て 、

半
円
付
け
柱
は
大
ア
ー

ケ
ー
ド
の
内

弧
に
面
し
て
用
い

ム
テ
ィ
エ
の
身
廊
も
同
じ
形
式
の
複
合
柱
を
と
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

。

ベ
ル
型
柱
頭
・

台
形
柱
頭
の
区
別
な
く 、

高
さ
も
幅
も
61

em
か
ら
65
cm
の
間
に
お
さ
ま
る 。

ど
れ
も
ネ
ッ
キ
ン
グ
と
柱
頭
の
胴
部
が
別
の
石
か
ら
な
る
分

離
式
柱
頭
タ
イ
プ
を
し
め
す 。

筆
者
は 、

古
典
の
伝
統
を
継
承
す
る
分
離
式
柱
頭
が
ク
リ
ュ
ニ

そ
れ
ま
で

ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
に
流
布
し
て
い
た
一

体
式
柱
頭
（
柱
頭
胴
部
と
ネ
ッ
キ
ン
グ
が
同
一

の

一

六
八
九
年
に
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

ゲ
ル

―

二
0
年
代
に
同
時
進
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る 。

実
際 、

図
3
)

と

(
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)
 

石）

を
置
き
換
え
て
い
っ
た
こ
と
を
他
の
と
こ
ろ
で
論
じ
た 。

こ
の
点
か
ら
見
て
も 、

先
に
推

定
し
た
ム
テ
ィ
エ
の
建
設
期
と
柱
頭
の
タ
イ
プ
は
う
ま
く

符
合
す
る 。

以
上
の
推
察
を
ま
と
め
る
と 、

ム
テ
ィ
エ
の
教
会
堂
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
を
か
な
り

忠
実
に
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

す
な
わ
ち 、

大
ア
ー

ケ
ー
ド 、

高
窓
と
い
う
三
層
構
成
を
と
り 、

身
廊
に
面
し
て
台
形
柱
頭
を
冠
し
た
片
蓋
柱 、

大
ア
ー

ケ
ー

ド
の
内
弧
に
ベ
ル
型
柱
頭
を
冠
し
た
半
円
付
け
柱
と
い
う
典
型
的
な
立
面
で 、

存
例
と
し
て
は
パ
レ
・

ル
・

モ
ニ
ア
ル
が
あ
る 。

そ
の
他 、

ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
オ
ー

タ
ン

、

ヽ

ソ
リ
ュ
ー

シ
ャ
ロ
ン
・

ス
ュ
ー

ル
・

ソ
ー

ヌ
な
ど 、

―

二
〇
＼

二
五
年
以
降
の
建
物
で
あ
り 、

傍
証
と
な
る
だ
ろ
う 。

(
-
）

説
話
柱
頭
の
彫
刻
師
た
ち

ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム 、

こ
の
形
式
の
現

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
を
モ
デ

ム
テ
ィ
エ
の
建
設
年
代
を
推
定
す
る
際
の

確
実
に
ム
テ
ィ
エ
と
断
定
で
き
る
説
話
柱
頭
は
五
つ
現
存
す
る 。

図
像
の
テ
ー

マ
は
旧
約
聖

書
か
ら
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』 、
『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の
お
告
げ』 、
『
ダ
ニ
エ
ル
と
獅
子

窟』 、

新
約
聖
書
か
ら
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』 、

世
俗
主
題
か
ら
『
葡
萄
の
収
穫』

で
あ
る 。

こ

の
う
ち
三
つ
は
台
形
柱
頭 、

二
つ
は
ベ
ル
型
柱
頭
で
あ
る
か
ら 、

説
話
図
像
は
柱
頭
の
形
体
に

(

21
)
 

ム
テ
ィ
エ
の
説
話
柱
頭
の
様
式
を
見
る
前
に 、

ま
ず
ザ
ル
ネ
キ
の
説
を
紹
介
し
て
お
く 。

ザ

ル
ネ
キ
に
拠
れ
ば 、

オ
ー

タ
ン
の
彫
刻
師
ギ
ス
レ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

か
ら
オ
ー

タ
ン

に
来
て
殆
ど
一

人
で
大
聖
堂
の
彫
刻
を
彫
り

進
め
た
が 、
『
弟
子
の
足
を
洗
う
キ
リ
ス
ト』

（
挿

『
サ
ム
ソ
ン
』

の
二
つ
柱
頭
は
別
の
人
に
委
ね
た 。

ザ
ル
ネ
キ
は
こ
れ
ら
の
柱
頭
を

そ
れ
ぞ
れ
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』
（
挿
図
2
)

と
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧

区
別
な
く

割
り

振
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ 。

ず
れ
も

四、

ム
テ
ィ
エ

の
柱
頭
彫
刻
と
ク
リ
ュ
ニ

ー
の
彫
刻
断
片

し‘
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れ
て
い
る
（
挿
図
2
a
、

告」

の
場
面
も
含
む
が、

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
彫
刻
や
写
本
挿
図
に
巡
礼
場
面
が
好
ん
で
選
ば
れ
た

人
物
と
空
間
の
表
現
に
お
い
て
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る。

エ
マ
オ
の
図
像
は
し
ば
し
ば

て
は、

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
師
た
ち
の

げ
物』
（
挿
図
8
)

そ
し
て、

の
右
側
面
『
獅
子
に
跨
が
る
男』

に
較
べ
、

様
式
的
に
似
て
い
る
と
し
た。

オ
ー
タ
ン
と
ム
テ
ィ
エ
の
こ
れ
ら
四
つ
の
柱
頭
を
同
一

彫
刻
師
の
「
手」

に
帰
し、

こ
の
人
を
ム
テ
ィ
エ
・

サ
ン
・

ジ
ャ
ン
の
彫
刻
師
と
名
づ
け
た。

ま
た
ザ
ル
ネ
キ
は
オ
ー
タ
ン

と
ム
テ
ィ
エ
の
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

上
記
オ
ー
タ
ン
の
二
つ
の
柱
頭
『
弟
子
の
足
を
洗
う
キ
リ
ス
ト』
（
挿
図
3
)

の
「
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

ン
』

は、

確
か
に
ギ
ス
レ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
「
手」

で
は
な
い
。

ま
た、

オ
ー
タ
ン
と
ム
テ
ィ
エ

(
22)
 

の
図
像
は
酷
似
し
て
い
る。

こ
の
限
り
に
お
い
て
筆
者
は
ザ
ル
ネ
キ

の
観
察
を
受
け
入
れ
る。

し
か
し、

の
図
像
の
酷
似
も
指
摘
し
て
い
る。

ム
テ
ィ
エ
の
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』
（
挿
図
2
)

と
『
カ

イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』
（
挿
図
8
)

の
二
つ
柱
頭
を
同
一

の
彫
刻
師
と
し、

と
『
サ
ム
ソ

し
か
も
こ
の

人
が
オ
ー
タ
ン
で
『
サ
ム
ソ
ン
』

と
『
弟
子
の
足
を
洗
う
キ
リ
ス
ト』
（
挿
図
3
)

を
彫
っ
た

と
す
る
説
は、

様
式
上、

受
け
入
れ
難
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば、

巡
礼』

と
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』

ム
テ
ィ
エ
の
『
エ
マ
オ
ヘ
の

の
二
つ
の
柱
頭
は
明
ら
か
に
別
の
「
手」

を
示
し、

こ
れ
ら
二
人
の
彫
刻
師
は
オ
ー
タ
ン
の
『
サ
ム
ソ
ン
』

と
『
弟
子
の
足
を
洗
う
キ
リ
ス
ト』

を

彫
っ
た
人
と
も
異
な
る。

以
下
こ
の
点
も
含
め、

ム
テ
ィ
エ
の
個
々
の
説
話
柱
頭
に
つ
い
て
図
像
の
構
成
の
仕
方、

彫

刻
技
法、

表
現
の
特
徴
を
記
述
す
る。

特
に、

彫
刻
技
法
と
衣
文、

人
物
の
細
部
表
現
に
お
い

「
手」

は
オ
ー
タ
ン
で
は
な
く
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
扉
口
お

よ
び
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る。

『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』
（
マ
ル
コ
伝
1
6:
1
2
 
,
 13、

ル
カ
伝
2
4:
1
3
 
,
 28)
 (
挿
図
2
a
、
2
b、
4
)

「
エ
マ
オ
で
の
晩
餐」

と
「
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
の
顕
現
の
報

の
は、

当
時
の
巡
礼
熱
の
高
ま
り
に
加
え、

宗
教
劇
に
こ
の
主
題
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も

(
23)
 

一

因
だ
ろ
う。

ム
テ
ィ
エ
の
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

図
像
は
台
形
柱
頭
に
生
真
面
目
に
表
現
さ

2
b)
。

量
感
の
あ
る
登
場
人
物
は、

柱
頭
胴
部
の
下
端
を
地
面
と

一

方
の
図
像
が
も
う

に
隠
さ
れ、

城
壁
の
前
で
は
少
年
が
茎
の
上
に
立
っ
て
い
る。

巡
礼
と
い
う
当
時
の
社
会
関
心

事
を
だ
ぶ
ら
せ
た
図
像
を
扱
い
な
が
ら
も、

希
薄
な、

オ
ー
タ
ン
の
彫
刻
師
の
手
に
か
か
る
と
現
実
感
の

お
伽
話
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す。

オ
ー
タ
ン
と
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
は
同
じ
テ

キ
ス
ト
を
典
拠
と
し、

同
じ
時
代
背
景
を
も
つ
同
じ
地
方
で、

柱
頭
と
い
う
同
じ
機
能
を
も
っ

た
台
形
の
石
に
刻
ま
れ
て
い
る。

さ
ら
に
こ
れ
ら
二
つ
の
作
例
で
は、

方
の
モ
デ
ル
に
さ
え
な
っ
て
い
る。

に
も
か
か
わ
ら
ず、

両
者
は
図
像
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と、

オ
ー
タ
ン
と
ム
テ
ィ
エ
の
違
い
は
彫
刻
技
法
に
も
見
て
と
れ
る。

（
挿
図
2
a
、

ム
テ
ィ
エ
の
人
物
の
衣
文

4
)

は
オ
ー
タ
ン
の
櫛
で
椀
い
た
よ
う
な
平
行
線
条
の
衣
文
で
は
な
く、

製
の

間
に
浅
く
凹
面
に
カ
ー
ブ
す
る
平
行
の
線
が
入
る。

彫
り
方
の
点
か
ら
も、

ザ
ル
ネ
キ
の

は
み
な
童
顔
で
肉
体
の
重
さ
は
な
く、

エ
マ
オ
の
村
を
示
す
建
築
も
半
分
以
上
が
装
飾
的
な
叢

現
実
の
巡
礼
の
そ
れ
に
重
ね
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

し
て
同
一

線
上
に
し
つ
か
り
と
立
つ
。

十
字
頭
光
を
つ
け
た
キ
リ
ス
ト
は
右
手
に
も
っ
た
折
り

た
た
み
式
杖
を
肩
に
か
け
左
手
を
挙
げ
話
し
か
け
る。

素
足
に
長
衣
を
着
た
ク
レ
オ
パ
と
も
う

一

人
の
人
物
（
ル
カ
自
身
？）

は、

巡
礼
者
の
杖
を
立
て
キ
リ
ス
ト
と
向
か
い
合
う。

ト
の
背
後
で
は
肉
体
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
天
使
が
草
葉
の
上
に
舞
い
降
り、

キ
リ
ス

そ
の
頭
部
は

柱
頭
の
左
角
を
占
め
る
（
挿
図
4
)
。

反
対
の
右
角
で
は
エ
マ
オ
の
村
を
示
す
建
物
か
ら
角
笛

を
も
っ
た
若
者
が
身
を
の
り
出
し
て
い
る。

右
側
面
（
挿
図
2
b)

に
見
え
る
建
物
の
二
階
で

は、

窓
枠
に
手
を
お
く
男
と
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
る
女
を、

階
下
で
は
肘
を
窓
枠
に
か
け
首
を
捻
り

天
を
見
上
げ
る
二
人
の
男
を
示
す。

こ
の
二
人
は
エ
マ
オ
で
の
晩
餐
の
後、

顕
現
し
た
キ
リ
ス

ト
の
昇
天
を
目
で
追
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ。

こ
れ
ら
四
人
の
人
物
は
皆、

建
物
の
内
部
に
い

る
こ
と
が
空
間
的
に
矛
盾
な
く
示
さ
れ
る。

組
積
構
造
の
建
物
は
当
時
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方

の
実
物
を
写
す
よ
う
に
細
部
（
錠
の
下
り
た
扉、

ア
ー
チ
の
迫
石、

溝
彫
り
付
き
片
蓋
柱
に
葉

飾
り
柱
頭）

に
い
た
る
ま
で
リ
ア
ル
に
表
さ
れ、

観
る
者
は
聖
書
の
中
の
巡
礼
の
イ
メ
ー
ジ
を

こ
の
柱
頭
を
オ
ー
タ
ン
の
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

に
比
較
し
て
み
よ
う。

オ
ー
タ
ン
の
人
物
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ム
テ
ィ
エ
と
同
様
の
衣
文
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
Pit
II
と
Pit
X
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
の

う
ち、

酉
扉
口
の
リ
ン
テ
ル
を
構
成
し
て
い
た
使
徒
像
断
片
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
（
挿
図
4、

(
24)
 
5)。

開
い
た
本
を
手
に
し、

天
を
見
上
げ
る
使
徒
(
Mu
see
O
c
hier,
 C
ona
nt
 232.
17,

「
手」

の
同
定
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

挿図 2 a正面 挿図2 b右側面

挿図2 ムティエ、『エマオヘの巡礼』の柱頭、 フォッグ美術館

232.
1
2,
 2
42.
2,
 2
42.
23)
 

挿図3 オ ー タン、『弟子の足を洗うキリスト』の柱頭、 部分

の
胸
の
衣
文
は
規
則
的
に
平
行
に
走
る
緩
や
か
な
弧
を
描
き、

に
ム
テ
ィ
エ
の
衣
文
と
同
じ
断
面
を
示
す。

こ
の
衣
文
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
周
歩
廊
柱
頭
に
も、

東
端
部
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
に
も
見
ら
れ
な
い
し、

す
る
南
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
彫
刻
群
（
ア
ブ
ナ
ス、

ク
リ
ュ
ニ
ー
東
端
部
の
様
式
を
共
有

マ
コ
ン、

ア
ン
ジ
ー
・
ル
・

ド
ュ
ッ
ク、 挿図5

モ
ま
さ

クリュニ ー m、 Pit Xからの彫刻断片、
K. J. Conant 1030.59 

挿図 4 ムティエ、『エマオヘの巡礼』
の柱頭、 キリストの部分、 フォ
ッグ美術館
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挿図6 a正面と左側面 挿図6 b右側面

挿図6 ムティエ、『ザカリアヘのお告げ』の柱頭

挿図7

っ）
、
。

↑
し

ら
が
先
で
あ
っ
た
か
は
断
定
し
が

っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る

。

ど
ち

の
西
扉
口
彫
刻
の
制
作
に
も
関
わ

「ロバに乗った聖人のスパンドリル」、 作者不明
Harvard Art Museum, Fogg Art Museum, Alpheus Hyatt Purchasing Fund, 1949, 47, 70. A 
Photo: Imaging Department©President and Fellows of Harvard College 

礼』

の
彫
刻
師
は 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

ム

テ
ィ
エ

の
『
エ
マ

オ
ヘ

の
巡

め
て
近
い

。

以
上
の
観
察
か
ら 、

O
c
hi
e
r,
 
C
o
n
a
n
t1
0
5
0)
 
に
き
わ

X
か
ら
出
土
し
た
断
片
(
M
u
s
e
e

ド
形
の

目
（
挿
図
4
)

は 、

Pit

郭
と
見
開
い
た
大
き
な
ア
ー

モ
ン

工
の
巡
礼
者
キ
リ
ス
ト

の
顔
の
輪

部
も
両
者
に
共
通
す
る

。

ム
テ
ィ

を
縁
取
る
連
珠
飾
り
と
い
っ
た
細

さ
ら
に
長
衣
の
襟
ヨ
ー
ク
と
そ
れ

ィ
エ

と
共
通
す
る
（
挿
図
4)
。

ら
れ
て
い
る

。

こ
の
髪
型
も
ム
テ

生
え
際
に
そ
っ
て
後
に
撫
で
付
け

髪
型
は
真
中
で
左
右
に
二
分
さ
れ 、

掘
さ
れ
た
人
物
（
主
に
使
徒）

ス
の
南
北
扉
口）
に
も
な
い

。

の

ン
ソ
・

レ
ト
ワ
ー

ル
）
や
ペ

ル
ジ

ー
や
ヴ
ェ
ズ
レ
ー

（
ナ
ル
テ
ッ
ク

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
西
扉
口
か
ら
発
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挿図 8 b正面 挿図 8 C右側面

さ
れ
る
べ
き
悪
魔
の
出
口
で
も
あ
っ
た
の
か。

『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の
お
告
げ』
（
ル
カ
伝
1
6:
1
9,
 31、

挿
図
6
a
、

お
告
げ』

6
b)
 

ベ
ル
型
柱
頭
の
胴
部
は
正
面
と
側
面
が
滑
ら
か
に
連
続
す
る。

し
か
し、
『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の

の
彫
刻
師
は
建
築
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
正
面
と
側
面
を
区
切
り、

こ
の
ス

さ
ら
に
左
側
面
と

正
面
に
は
ビ
リ
ッ
ト
装
飾
帯
付
き
ア
ー
チ
を
連
続
さ
せ
て
教
会
堂
内
部
の
場
面
設
定
を
す
る。

正
面
で
は、

祭
壇
の
背
後
で
香
炉
（
破
損）

を
振
る
ザ
カ
リ
ア
の
前
に
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

エ
リ
ザ
ベ
ト
の
懐
妊
を
告
げ
る
（
挿
図
6
a
)。

ザ
カ
リ
ア
は
驚
き
の
あ
ま
り
口
が
き

け
な
く
な
っ
た
と
い
う
ル
カ
伝
の
記
述
を
物
語
る
か
の
よ
う
に、

を
見
開
く。

祭
壇
に
掛
か
る
布
は
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ド
レ
ー
プ
を
描
き、

縁
に
は
連
珠
房
飾
り

が
つ
い
て
い
る。

左
側
面
で
は、

ア
ー
チ
の
下
で
頭
光
を
つ
け
た
老
女
（
エ
リ
ザ
ベ
ト
？）

が

(
25)
 

少
年
（
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
？）

に
話
か
け
て
い
る。

右
側
面
（
挿
図
6
b)

で
は
修
道
院
と
お
ぼ

し
き
組
積
構
造
物
の
屋
根
の
上
で
修
道
僧
が
瓦
を
葺
き、

口
を
わ
ず
か
に
ひ
ら
き、

目

そ
の
傍
に
ハ
ン
マ
ー
が
見
え
る。

塔

の
頂
で
己
の
髪
を
掴
む
悪
魔
が
大
き
な
顔
を
出
し、

塔
の
下
で
は
少
年
が
鐘
楼
の
綱
を
引
っ
張

っ
て
い
る。

こ
の
部
分
の
図
像
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
不
可
解
だ
が、

現
実
感
の
あ
る
同
時

代
の
建
築
表
現
が
注
目
さ
れ
る。

塔
と
悪
魔
の
関
係
に
つ
い
て
は、

二
0
0
1-R
年
二
月
に
ク
リ

ュ
ニ
ー
の
ツ
ー
ル
・

デ
・

フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
で
鬼
の
彫
刻
断
片
が
発
見
さ
れ
た
か
ら、

当
時、

特

(
26)
 

別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。

塔
は
軍
団
の
長
ミ
カ
エ
ル
の
場
で
あ
る
か
ら、

同
時
に
退
治

こ
の
柱
頭
の
人
物
像
の
衣
文
は、

先
に
見
た
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

角
の
は
っ
き
り
し
た
二
本
の
平
行
線
を
描
く
（
挿
図
6)
。

こ
の
衣
文
に
酷
似
す
る
作
例
が
フ

ォ
ッ
グ
美
術
館
所
蔵
の
ス
パ
ン
ド
リ
ル
の
彫
刻
断
片
(
F
o
g
g.
n
o.
1
9
4
9.
4
7.
7
0)

に
見
ら
れ
る

(
27)
 

（
挿
図
7)。

ス
パ
ン
ド
リ
ル
の
少
年
の
顔
の
輪
郭
か
ら
耳
に
か
け
て
の
肉
付
け
は
『
ザ
カ
リ

ア
ヘ
の
お
告
げ』

の
少
年
に
酷
似
し
て
い
る
（
挿
図
6
a
、

パ
ン
ド
リ
ル
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
分
館
ク
ロ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
あ
る
天
使
の
彫
刻
断
片

も
同
じ
手
と
考
え
る。

こ
の
天
使
の
出
自
は
か
つ
て
ム
テ
ィ
エ
と
さ
れ
て
い
た
が、

石
質
の
二

ュ
ー
ト
ロ
ン
・

ア
ク
テ
イ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
析
の
結
果、

現
れ、

7)。

の
そ
れ
と
は
異
な
り、

さ
ら
に
筆
者
は、

ム
テ
ィ
エ
の
石
灰
石
の
属
性
分
布
と
は

- 222 -



未
だ
こ
の
よ
う
に
瞳
を
大
き
く
穿
つ
彫
り
方
は
な
か
っ
た。

ム
テ
ィ
エ
の
『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の
お
告
げ』
の
人
物
像
と
建
築
空
間
の
関
係
を
見
る
と、

れ、

同一
の
「
手」
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
（
挿
図
6
a、
7
)
。

(28)
 

異
な
り
ク
リ
ュ
ニ
ー
西
扉
口
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し、

同
定
し
直
さ
れ
た。

一
方
で、

挿図8 a左側面

挿図8 ムティエ、『カインとアベルの捧げ物』の柱頭

ク

リ
ュ
ニ
ー
の
天
使
と
ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
と
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
の
ス
パ
ン
ド
リ
ル
人
物
像
の
三
点

に
共
通
す
る
の
は
衣
文
ば
か
り
で
な
く、

大
き
く
扶
っ
た
瞳
や
目
の
輪
郭
線
の
彫
り
に
も
見
ら

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
と
様
式
的
に
同
じ
系
譜
に
あ
る
先
述
の
南
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
彫
刻
群
に
は、

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
酉
扉
口

(29)
 

出
自
の
人
物
像
で
は、

象
眼
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
目
の
扱
い
が
特
に
顕
著
で
あ
る。

オ
ー

タ
ン
や
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
柱
頭
に
あ
っ
た
前
後
関
係
の
細
か
な
矛
盾
は
解
消
し、
理
に
合
う
空
間

が
達
成
さ
れ
て
い
る。
ま
た、

場
面
設
定
を
な
す
ア
ー
チ
の
ビ
リ
ッ
ト
装
飾
帯
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
祭
壇
仕
切
り
柵
(
Musee
Ochier,
 Conant
 inv.
 54.
17,
 54.
3033;
 58.
02.
24)
を
は
じ
め、

パ
レ
・
ル
・
モ
ニ
ア
ル
な
ど
当
時
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
様
式
の
教
会
堂
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る。

（
向
か
っ
て
右）
は
片
膝
を
つ
き、

台
形
柱
頭
の
正
面
で
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
が
神
に
捧
げ
も
の
を
し
て
い
る
（
挿
図
8
b)。
兄

じ

か

き
ち
ん
と
束
ね
た
麦
を
両
手
で
直
に
も
ち、

神

に
献
ず
る。
カ
イ
ン
は
髯
を
た
く
わ
え、

髪
は
短
く、

頭
光
は
な
い。
弟
の
ア
ベ
ル
（
向
か
っ

て
左）
は、

捧
げ
も
の
に
触
れ
な
い
よ
う
に
両
手
を
布
で
覆
い、
両
膝
を
つ
き
小
羊
を
捧
げ
る。

長
い
髪
を
肩
ま
で
垂
ら
し
た
若
い
ア
ベ
ル
に
髯
は
な
い
が、

装
飾
で
縁
ど
ら
れ
た
大
き
な
頭
光

を
つ
け
て
い
る。

向
か
い
合
う
兄
弟
の
足
も
と
で
は、
両
翼
を
広
げ
た
双
頭
の
鷲
が
捧
げ
も
の

を
受
け
る
祭
壇
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る。
兄
弟
の
頭
部
は
柱
頭
の
両
角
上
端
に
位
置
し、

背
か
ら
腰
に
か
け
て
の
線
が
柱
頭
の
稜
線
と
な
る。
兄
弟
と
鷲
が
台
形
柱
頭
の
両
端
と
低
部
に

密
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
対
し、

柱
頭
中
央
の
地
は
半
円
形
に
そ
の
ま
ま
残
こ
さ
れ、
そ
こ
に
こ

ア
バ

ク
ス

の
図
像
の
核
で
あ
る
小
羊
と
麦
束
が
彫
り
出
さ
れ
て
い
る。
柱
頭
の
冠
板
を
占
め
る
雲
間
か
ら

の
び
る
神
の
大
き
な
手
は、
『
最
後
の
審
判』
に
お
け
る
神
の
右
側
と
左
側
を
暗
示
す
る
か
の

よ
う
に、

右
側
の
小
羊
を
祝
福
す
る。
手
か
ら
見
た
右
側、

す
な
わ
ち
ア
ベ
ル
の
頭
上
に
は

AB
E
L C
U
M
 P
RI
MI
C
IIS、
左
側
カ
イ
ン
の
頭
上
に
は
C
AI
N
C
U
M
 L
O
LI
O
の
銘
が
刻
ま

(30)
 

れ
て
い
る。
カ
イ
ン
の
も
っ
Lolio
は
毒
麦
ま
た
は
害
悪
を
意
味
す
る。

ア
ベ
ル
は
横
か
ら
み
る
と、
そ
の
し
つ
か
り
と
し
た
体
謳
に
も
か
か
わ
ら
ず、
衣
を
風
に
靡

か
せ
て
飛
翔
す
る
天
使
の
よ
う
で
あ
る
（
挿
図
8
a)。
そ
の
背
後
に
は
健
や
か
な
幹
か
ら
の

び
た
枝
が
大
き
な
松
毬
（
実
？）
を
撓
わ
に
つ
け、

楽
園
の
聖
樹
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う

だ。
こ
れ
に
対
し
カ
イ
ン
の
背
後
の
右
側
面
（
挿
図
8
C)

類
の
鱗
状
腹
部
と
龍
の
よ
う
な
尾
（
破
損）
を
し
た
合
成
動
物
に
跨
が
っ
て
い
る。
男
の
頭
部

と
上
半
身
の一
部
が
破
損
し
て
い
る
た
め、

図
像
の
同
定
は
難
し
い
が、

な
く
大
き
な
尾
の
あ
る
怪
物
に
み
え
る
か
ら、

悪
を
罰
す
る
図
で
あ
ろ
う。

こ
の
柱
頭
の

の
カ
イ
ン

「
手」

で
は、

男
が
獅
子
の
頭
部
と
爬
虫

は、

先
に
見
た
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』
（
創
世
記
4
や5

と
も
『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の
お
告

マ
タ
イ
伝
13:24,
 42
 
挿
図
8
a
\
C)

四
つ
足
の
獅
子
で
は
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の
周
歩
廊
柱
頭
と
そ
の
様
式
を
共
有
す
る
ア
ブ
ナ
ス、

げ』

と
も
異
な
る。

ま
た、

ザ
ル
ネ
キ
が
同
一

と
し
た
オ
ー
タ
ン
の
『
サ
ム
ソ
ン
』

と
も
異
な

る
。
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』

ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
扉
口
の
テ
ュ
ン
パ
ヌ
ム
を
構
成
し
て
い
た
鷲
（
ル
ー
ブ
ル
美
術
館）

(
31)
 

ド
ル
ラ
周
辺
の
雲
（
オ
シ
エ

美
術
館）

が
近
い
。

『
葡
萄
の
収
穫』

の
柱
頭
（
挿
図
9)

『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』

ル
美
術
館
所
蔵
の
『
葡
萄
の
収
穫』

（
左
側
面）

8
a
)
。

同
じ
「
手」

わ
か
り
や
す
い
。

ヽ

ア
ン
ジ
ー

マ
コ
ン
、

ペ
ル
シ
ー、

の
柱
頭
に
比
較
し
う
る
作
例
を
探
せ
ば、

モ

こ
こ
で
も、

や
マ
ン

の
柱
頭
で
観
察
し
た
画
面
構
成
と
衣
文
の
特
徴
が
ル
ー
ブ

の
柱
頭
（
挿
図
9
)

に
も
見
ら
れ
る。

こ
こ
で
は
ベ
ル
型

柱
頭
胴
部
の
連
続
面
に
右
か
ら
左
へ
、

葡
萄
の
収
穫、

潰
し、

葡
萄
酒
造
り
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

(
32)
 

を
順
に
展
開
し
て
い
く。

右
側
面
で
は、

撓
わ
に
実
っ
た
葡
萄
の
木
の
下
で
籠
と
ナ
イ
フ
を
も

っ
た
少
年
が
思
わ
ず
葡
萄
を
口
に
運
ぶ
。

そ
の
前
方
で
は、

男
が
収
穫
し
た
葡
萄
の
籠
を
重
そ

う
に
背
負
い
、

同
時
に
大
き
な
木
樽
の
中
に
右
足
を
入
れ、

葡
萄
を
潰
す。

さ
ら
に
そ
の
前
方

(
33)
 

で
は、

顎
鑽
の
あ
る
男
が
搾
取
し
た
葡
萄
の
果
汁
を
樽
に
移
し
か
え
て
い
る。

葡

萄
の
収
穫
か
ら
葡
萄
酒
づ
く
り
に
い
た
る
ま
で
に
必
要
な
道
具
類
は
ど
れ
も
正
確
に
表
現
さ
れ、

『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』

そ
し
て
『
葡
萄
の
収
穫』

の
柱
頭
は、

主
題
の
性
格
や
柱

頭
の
形
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず、

共
通
し
て
主
要
人
物
を
柱
頭
両
端
の
稜
線
に
そ
ろ
え
て
配

置
し
（
ど
の
角
度
か
ら
も
よ
く
見
え
る
位
置）、

図
像
に
不
必
要
な
も
の
は
除
き、

鍵
と
な
る

モ
チ
ー
フ
を
柱
頭
胴
部
の
地
か
ら
浮
き
上
が
ら
せ
る
と
い
う
手
法
を
見
せ
て
い
る。

こ
れ
ら
柱
頭
に
見
る
細
く
丸
い
桁
け
紐
の
よ
う
な
断
面
を
も
つ
衣
文
は
独
特
で
あ
る
（
挿
図

で
は
な
い
が、

類
似
し
た
紐
状
の
衣
文
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
扉
口
周
辺

か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
の
い
く
つ
か
に
見
ら
れ
る
（
挿
図
10
)
。

こ
の
衣
文
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

ン
ソ
・

レ
ト
ワ
ー
ル、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
南
北
扉
口
の
そ
れ
と
は
別
の
も
の
だ。

ピ
エ
ー
ル
・

カ
レ
は
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
彫
刻
に
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
の
影
響
を
み
る
が、

こ
の
台
形
柱
頭
は、

か
つ
て
ム
テ
ィ
エ

修
道
院
の
あ
っ
た
場
所
か
ら
一

九
七
九
年
に
発
見
さ

『
獅
子
窟
の
ダ
ニ
エ
ル
』
（
ダ
ニ
エ
ル
書
6:
1
6
 
,
 24
 

ー
・

ル
・

グ
ラ
ン
(
B
u
ss
y,
 
l
e
 
,
 Gra
n
d)
 

(
35)
 

人
物」

が
こ
の
衣
文
を
示
す。

挿
図
11
)

挿図10 クリュニー、 オシエ美術館
収蔵庫、 Pit IIからの彫刻
断片、 K.]. Conant 212.11 

『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
供

ド
ッ
ク
地
方
の
様
式
を
知

ム
テ
ィ
エ
近
在
の
ブ
ッ
シ

の
身
廊
柱
頭
の
一

っ
、
「
マ
ン
ド
ル
ラ
の
中
に
立
つ

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

(
34)
 
い
。

そ
の
他
の
例
で
は、

儀』

の
彫
刻
師
は
ラ
ン
グ

こ
ー ＿ 一

挿図9
=A 

ムティエ、『葡萄の収穫』の柱頭、 ル ー ブル美術館
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挿図11 ムティエ、『獅子窟のダニエル』の柱頭、 ディジョ
ン考古学博物館
La France romane (Musもe de Louvre, 2005) cat. 270 
より

話
を
身
近
な
出
来
事
と
し
て
表
現
し
て
い
る。

に
歪
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い。

(

36
)
 

l

九
八
二
年
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
考
古
学
博
物
館
(inv.
983.
6.
1.)
に
入
っ
た
も
の
だ。

柱

頭
の
正
面
を
占
め
る
大
き
な
マ
ン
ド
ル
ラ
を
背
に
し、

頭
光
を
つ
け、

長
衣
を
着
た
髯
の
男
が

「
D
ANI
E
…」

と
い
う
銘
か
ら
『
獅
子
窟
の
ダ
ニ
エ
ル』

K.

J.
Conant
 235.
1,
 242.
3;
 inv.
 III
 740)
 

）
の
柱
頭
は
ま
た
別
の
「
手」

を
示
し
て
い
る。

瞳
を
大
き
く
剖
り
貫
い
た
目、

豊
か
な
飾

の
図
像
と
分
か
る。
マ
ン
ド
ル
ラ
の

り
付
き
の
ヨ
ー
ク
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
酉
扉
口
彫
刻
の
人
物
像
に
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
る。
こ

の
柱
頭
に
使
わ
れ
て
い
る
刻
銘
入
り
の
大
き
な
マ
ン
ド
ル
ラ
や、

袈
を
た
た
ん
だ
衣
文
は
ク
リ

ュ
ニ
ー
の
周
歩
廊
柱
頭
の
系
譜
を
ひ
い
て
い
る。
こ
の
袈
は
周
歩
廊
ば
か
り
だ
け
で
な
く、

Pit
 II
と
Pit
X
か
ら
出
土
し
た
西
扉
ロ
リ
ン
テ
ル
の
使
徒
断
片
(
Musee
Ochier,
 inv·
 

の
中
に
も
見
つ
け
ら
れ
る
点
は
留
意
す
べ
き
だ。

換
言
す
れ
ば、

西
扉
口
と
そ
の
周
辺
の
彫
刻
に
は、

東
端
部
の
廷
長
上
に
あ
る
様
式
と
東
端
部

に
は
未
だ
な
か
っ
た
様
式
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
か
ら
だ。

(

37
)
 

以
上、

確
実
に
ム
テ
ィ
エ
と
さ
れ
る
五
つ
の
説
話
柱
頭
を
見
た。
こ
こ
で、

（
二）

ム
テ
ィ
エ
の
彫

(-
）

現
存
す
る
説
話
柱
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴
を
示
し、

複
数
の
彫
刻
師
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。
『
エ
マ
オ
ヘ
の
巡
礼』

を
彫
っ
た
人、
『
ザ
カ
リ
ア
ヘ
の
お
告
げ』

を

彫
っ
た
人、
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』
お
よ
び
『
葡
萄
の
収
穫』

を
彫
っ
た
人、
『
獅
子

窟
の
ダ
ニ
エ
ル』

を
彫
っ
た
人
で
あ
る。

特
筆
す
べ
き
は、

個
々
の
違
い
を
越
え
て、

ど
の
彫

「
手」

も
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
西
正
面
扉
口
と
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
の
中
に、

ク
リ
ュ
ニ
ー
西
扉
口
の
リ
ン
テ
ル
や
お
そ
ら
く
テ
ュ
ン
パ
ヌ
ム
も
手
が
け
た
腕
利
き
の
彫
刻
師

集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く、

彼
ら
の
中
に
は
ブ
ッ
シ
ー
や
フ
ラ
ヴ
ィ
ニ
ー
で

も
仕
事
を
残
し
た
人
が
い
た
と
推
察
さ
れ
る。

彼
ら
が
工
房
単
位
で
移
動
し
て
い
た
か、

数
名

ム
テ
ィ
エ
の
説
話
柱
頭
の
画
面
構
成
は
そ
の
骨
組
が
明
快
で
あ
る。

特
に、

図
像
の
意

味
を
真
面
目
に
伝
え
る
た
め
に、

図
像
の
鍵
と
な
る
人
物
や
要
素
を
柱
頭
の
形
状
に
う
ま
く
適

合
す
る
よ
う
に
配
置
し、

説
話
を
展
開
し
て
い
る。
こ
こ
で
は、

柱
頭
と
い
う
形
体
が
構
成
の

大
き
な
拘
束
と
な
っ
て
い
た
形
跡
は
も
は
や
な
く、

人
物
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
所
作
も
極
端

（
三）
ム
テ
ィ
エ
の
現
存
す
る
説
話
柱
頭
を
見
る
限
り、

オ
ー
タ
ン
や
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
柱
頭
に

し
ば
し
ば
登
場
し
た
幻
想
上
・
空
想
上
の
生
き
物
は
姿
を
消
し、

荒
唐
無
稽
な
表
現
や
非
論
理

的
な
場
面
設
定
も
み
ら
れ
な
い。

現
存
作
例
を
見
る
限
り
ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
師
た
ち
は、

当
時

の
生
活
の
中
で
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
建
物
や
道
具
な
ど
を
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り、

説

の
彫
刻
師
集
団
と
し
て
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い。

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
「
手」
が
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る。

刻
師
の

う一
頭
の
獅
子
が
見
え
る。

左
右
で
は
各
々
二
頭
の
獅
子
が
（
左
の
一
頭
は
欠
損）

そ
の
端
を
醤
っ
て
い
る。

右
側
面
に
も

刻
師
集
団
と
説
話
柱
頭
に
共
通
す
る
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く。

彼
方
を
見
つ
め、

両
手
を
胸
の
前
に
出
し
て
祈
っ
て
い
る。
マ
ン
ド
ル
ラ
の
左
縁
に
刻
ま
れ
た

れ、

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
師
た
ち
は、
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挿図13 a Pit X Conant 1009.8 

挿図13 クリュニ ー、 オシエ美術館収蔵庫

挿図13 b Pit X Conant 1037 挿図13 c Pit XL Conant 4208 - 1& 4204 - 8 

挿 図12 ムティエ、 葉飾り柱頭、 フォッグ美術館(inv. 挿図14 ムティエ、 葉飾り柱頭、 フォッグ美 術館(inv.
1922.26) 1922.27) 

挿図15 ムティエ、 葉飾り柱頭、 フォッグ美術館Cinv. 挿図16 クリュニ ー 、 彫刻断片、 オシ
1922.25) エ美術館収蔵庫(inv. 84ふ10)
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記
述
に
は
美
術
館
の
所
蔵
番
号
を
用
い
る） 。

（
四）

ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
説
話
柱
頭
（
例 、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー 、

オ
ー

タ
ン 、

は 、

葉
飾
り

柱
頭
の
中
で
話
が
展
開
す
る
か
の
よ
う
に 、

叢
と
木
が
舞
台
設
定
や
余
白
・

空
隙

の
充
填
に 、

あ
る
い
は
装
飾
効
果
の
た
め
に
積
極
的
に
使
わ
れ
て
い
た 。

こ
れ
に
対
し 、

イ
エ
の
現
存
説
話
柱
頭
に
は
こ
の
よ
う
な
叢
の
使
い
方
は
見
ら
れ
な
い

。

は
楽
園
の
示
唆
や 、

葡
萄
畑
と
い
っ
た
そ
れ
自
体 、

図
像
の
意
味
を
担
う
要
素
と
し
て
用
い
ら

（
五）

個
々
の
手
の
違
い
を
こ
え
て 、

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
師
た
ち
が
用
い
た
幾
つ
か
の
彫
刻
技

法
（
例 、

深
く

大
き
く

穿
っ
た
目）

と
細
部
表
現
（
例 、

長
衣
の
衿
飾
り
な
ど）

は 、

ニ
ー

の
酉
扉
口
彫
刻
断
片
（
例 、

リ
ン
テ
ル
の
使
徒
像）

片
に
も
共
通
す
る 。

こ
う
し
た
技
法
や
細
部
は 、

廊
柱
頭）

と 、

様
式
的
に
直
接
つ
な
が
る
一

連
の
作
品
（
例 、

柱
頭
と
緊
密
に
か
か
わ
る
南
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
の
柱
頭
が
い
ま
だ
分
離
式
柱
頭
タ
イ
プ
に
移
行
し

（
二
）

葉
飾
り
柱
頭
の
特
徴

は
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
に
十
あ
り 、

飾
り

柱
頭
が
あ
る 。

以
下 、

ム
テ
ィ
エ
の
草
や
木

や
Pit
II 、

Pit
X
か
ら
出
土
し
た
断

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
東
端
部
の
彫
刻
（
例 、

周
歩

ア
ブ
ナ
ス 、

つ
。

ま
た 、

彫
っ
た
人
の
美
意
識
と
構
成
力
も
よ
く

見
て
と
れ
る 。

ソ
ー
リ
ュ
）

マ
コ
ン 、

で
ム
テ

ク
リ
ュ

ア
ン
ジ

こ
れ
ら
の
周
歩
廊

一

般
に
葉
飾
り

柱
頭
は
現
存
作
例
が
最
も
多
い
こ
と
と
図
像
に
よ
る
制
約
が
な
い
た
め 、

あ

る
特
定
の
時
期
に
好
ま
れ
た
意
匠
や
彫
刻
技
法
の
水
準
と
傾
向
を
把
握
す
る
の
に
大
い
に
役
立

ム
テ
ィ
エ
の
葉
飾
り

柱
頭

ど
れ
も
状
態
が
よ
く 、

堂
々
た
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
内 、

七
つ
が
ベ
ル
型
柱
頭 、

三
つ
が
台
形
柱
頭
で
あ
る 。

デ
イ
ジ
ョ
ン
考
古
学
博
物
館
に
も
台
形
葉

ム
テ
ィ
エ
の
葉
飾
り

柱
頭
の
構
成
と
特
徴
を
記
述
し 、

ク
リ
ュ
ニ

ー
お
よ
び
そ
の
他
の
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
柱
頭
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
す
る
（
柱
頭
の

て
い
な
い
点
も
勘
案
す
れ
ば 、

）
れ
ら
は
明
ら
か
に
一

世
代
前
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る 。

ー
・

ル
・

ド
ュ
ッ
ク）

に
は
末
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る 。

ま
た 、

れ
て
い
る 。

ベ
ル
型
柱
頭
三
(
Fo
g
g
Mu
se
u
m ,
 i
n
v .
 1
922 .
2
5
 

外
で
は
オ
ー

タ
ン
の
葉
飾
り

柱
頭
に
見
ら
れ
る 。

ベ
ル
型
柱
頭
一

っ
た
構
成
を
と
り 、

り
と
し
た
柱
頭
胴
部
（
高
さ
64
.
8
Crn

、

幅
63
.
5
cm
)

挿
図
15)

は
柱
頭
の
形
体
と
葉
飾
り

ム
テ
ィ
エ
の
葉
飾
り

柱
頭
の
内
で
も
っ
と
も
古
典
的
な
趣
を
示
す 。

す
ら

の
上
段
で
大
き
な
ア
カ
ン
サ
ス
葉
が

正
面
を
三
分
す
る
と 、

葉
と
葉
の
間
か
ら
の
び
る
茎
が
左
右
に
分
か
れ 、

柱
頭
の
機
能
の
肝
所

ヴ
ォ

リ
ュ

ー

ト

と
な
る
両
角
と
中
央
で
渦
を
巻
く 。

渦
巻
の
下
で
は 、

大
き
な
葉
が
し
な
や
か
に
折
り

返
り 、

葉
先
を
S
字
形
に
巻
ぎ
上
げ
る
（
挿
図
12
) 。

下
段
の
ア
カ
ン
サ
ス
は
上
段
の
モ
チ
ー
フ
を
繰

り
返
す
が 、

上
部
の
弾
性
の
あ
る
葉
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
胴
部
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
か
ら
大
き

く
張
り
出
す
こ
と
は
な
い

。

冠
板
は
中
央
に
ふ
っ
く
ら
と
し
た
ロ
ゼ
ッ
ト
を
置
く 。

ベ
ル
型
柱
頭
二

式
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
が 、

こ
こ
で
は
胴
部
を
三
段
構
成
に
し 、

最
下
段
を
ア
ー

チ
列
に
す
る 。

そ
の
ア
ー

チ
列
の
頂
に
水
平
連
珠
帯
を
一

巡
さ
せ 、

そ
の
上
に
ア
カ
ン
サ
ス
葉
で
中
段
を
作
る 。

さ
ら
に
葉
の
間
か
ら
の
び
る
茎
を
左
右
に
広
げ 、

両
角
と
中
心
軸
で
渦
巻
を
構
成
す
る 。

頭）

に
比
べ 、

こ
れ
ら
二
つ
の
柱
頭
は
フ
ァ
リ
ニ
エ
美
術
館
所
蔵
の
葉
飾
り

柱
頭
（
内
一

点
は
周
歩
廊
柱

(
38)
 

よ
り

装
飾
的
で
凹
凸
に
富
ん
だ
複
雑
な
彫
り
方
を
示
し
て
い
る 。

ま
た 、

ム
テ

ィ
エ
の
葉
の
分
岐
点
に
浅
く

彫
ら
れ
た
二
本
の
平
行
線
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
西
扉
口
前
方
Pit
X
 

か
ら
出
土
し
た
断
片
（
挿
図
13
a
)

に
共
通
す
る
が 、

周
歩
廊
柱
頭
や
そ
の
様
式
を
共
有
す
る

南
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
葉
飾
り

柱
頭
に
は
未
だ
み
ら
れ
な
い

。

こ
の
技
法
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

以

モ
チ
ー
フ
の
構
成
が
見
事
に
合
致
し
た
力
強
い
作
で
あ
る 。

こ
の
柱
頭
を
彫
っ
た
人
は 、

卓
越

し
た
技
値
を
駆
使
し 、

古
典
の
葉
飾
り

柱
頭
の
有
機
性
と
は
異
な
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
ら
し
い
デ
ザ

イ
ン
性
の
あ
る
葉
飾
り

柱
頭
を
完
成
さ
せ
て
い
る 。

構
成
は
中
心
軸
上
と
稜
線
上
に
大
き
な
ア

(
Fo
g
g
 M
u
seu
m ,
 in
v .
 1
922 .
2
7
 

(
Fo
g
g

 Mu
seu
m ,
 in
v .
 1922 .
2
6
 

挿
図
14)

も
基
本
的
に
は
コ
リ
ン
ト

挿
図
12)

は
コ
リ
ン
ト
式
柱
頭
に
倣
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挿図17 ムティエ、 葉飾り柱頭、
1922.24) 

フォッグ美術館(inv.

挿図19 ムティエ、 葉飾り柱頭、 フォッグ美術館
(inv. 1922.22) 

ムティエ、 葉飾り柱頭、
(inv. 1925.9.1) 

ム
テ
ィ
エ
の
葉
飾
り
柱
頭
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
こ

の
断
片
は
同
じ
彫
刻
師
が
両
方
の
作
業
場
に
前
(
40)
 

後
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る。

と
サ
イ
デ
ル
が
す
で
に
示
唆
し
て
い
る
通
り、

の
右
側
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る。

コ
ナ
ン
ト

た
彫
刻
部
と
石
の
形
状
と
大
き
さ
か
ら、

柱
頭

れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に、

斜
め
下
細
り
に
な
っ

し
た。

し
か
し、

彫
刻
断
片
の
上
下
を
逆
に
す

エ
ル
祭
室
の
一

部
を
構
成
し
て
い
た、

と
推
察

コ
ナ
ン
ト
は、

彫
刻
断
片
が
酉
扉
口
階
上
部
に
あ
っ
た
聖
ミ
カ

家
で
発
見
し
た
も
の
だ。

)

の

ン
ト
が
一

九
二
八
年
に
ク
リ

竺一
ー
駅
近
辺
の

挿図18 ムティエ、 葉飾り柱頭、
1922.21) 

挿図20

Oc
hier,
 In
v.
 84
 
,5,
 10)

が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
収

(
39)
 

蔵
庫
に
あ
る
（
挿
図
16)。

こ
の
断
片
は
コ
ナ

）
の
柱
頭
に
酷
似
し
た
彫
刻
断
片
(
Musee

意
匠
に
お
い
て
も
彫
刻
技
法
に
お
い
て
も、

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い。

質
感
の
変
化、

そ
し
て
切
れ
味
の
よ
い
彫
り
に

に
即
し
た
葉
と
松
毬
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
の
分
配、

反
復
し
な
が
ら
単
調
に
な
ら
な
い
の
は、

形
体

フォッグ美術館(inv.

フォッグ美術館

で
小
さ
な
松
毬
を
つ
け
る。

同
じ
モ
チ
ー
フ
を

れ
る。

同
様
の
鱗
帯
が
冠
板
に
も
走
り、

中
央

右
か
ら
の
び
る
ア
ー
チ
形
鱗
帯
が
交
わ
り
捩
じ

方
に
の
び
た
葉
が
松
毬
を
包
む。

正
面
で
は
左

カ
ン
サ
ス
を
二
段
に
繰
り
返
し、

そ
れ
ぞ
れ
下
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18)

は
同
じ
構
成
を
示
す。

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
彫
刻
師
は
し
ば
し
ば
一

対
の
同
じ
柱
頭
を
制
作
し
挿
図

で
折
り
返
る。

胴
部
と
冠
板
の
接
点
に
六
弁
の
ロ
ゼ
ッ
ト
が
つ
く。

両
者
に
共
通
す
る
松
毬
モ
チ
ー
フ
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
で
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
の

だ
ろ
う
か。

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
周
歩
廊
柱
頭
と
東
端
部
か
ら
出
土
し
た
現
存
彫
刻
断
片
に
は
い

ま
だ
み
ら
れ
な
い
が、

南
袖
廊
の
南
壁
の
上
層
に
あ
る
小
柱
頭
に
そ
の
早
い
例
が
現
れ
る。

こ

の
例
で
は
松
毬
の
表
面
に
手
の
込
ん
だ
質
感
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し、
Pit
X
か

ら
出
土
し
た
断
片
（
挿
図
認
b)

で
は、

松
毬
の
付
け
根
の
W

形
の
部
分
も
葉
の
中
央
の
凹
み

も、

ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
と
ま
っ
た
く
同
じ
に
な
る。

と
す
れ
ば、

先
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
柱
頭
断

片
（
挿
図
16)

も
お
そ
ら
く
酉
扉
口
周
辺
部
の
柱
頭
の
一
っ
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る。

ク
ス
の
柱
頭、

逆
松
毬
モ
チ
ー
フ
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
で
流
行
し
た
ら
し
く、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
ナ
ル
テ
ッ

(
41)
 

オ
ー
タ
ン
の
内
陣
柱
頭、

ブ
ッ
シ
ー
の
身
廊
柱
頭
に
散
見
す
る。

こ
れ
ら
の
柱

ベ
ル
型
柱
頭
四
(
Fo
g
g.
In
v.
 1
922.
24
 

角
低
部
か
ら
の
び
る
連
珠
紐
が
ア
ー
チ
を
つ
く
り、

中
央
で
一

度
捩
じ
れ
て
下
向
き
に
葉
を
開

き
松
毬
を
包
む。

こ
の
手
法
は
先
の
柱
頭
で
も
み
た
が、

異
な
る
点
は
左
右
か
ら
の
び
る
連
珠

紐
と
ア
カ
ン
サ
ス
の
源
が
両
角
低
部
の
葉
陰
に
潜
む
人
の
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ。

対
角
線

の
交
点
と
な
る
中
央
の
茎
に
環
が
つ
き、

そ
こ
か
ら
葉
が
左
右
に
広
が
り、

両
角
の
渦
巻
の
下

ベ
ル
型
柱
頭
五
(
Fo
g
g.
In
v.
 1
922.
23)

と
ベ
ル
型
柱
頭
六
(
Fo
g
g.
In
v.
 1
922.
21
 

た。

極
度
に
様
式
化
さ
れ
た
大
き
な
葉
が
放
物
線
の
よ
う
な
弧
を
描
き、

主
脈
の
頭
に
丸
い
実

（
？）

を
結
ぶ。

葉
と
葉
の
間
か
ら
茎
が
立
ち
上
が
り、

節
の
上
で
二
股
に
分
か
れ、

中
心
軸

上
と
両
角
で
同
様
の
丸
い
実
を
つ
け
る。

さ
ら
に
柱
頭
最
上
部
の
茎
も
y
字
に
広
が
り、

下
の

構
成
を
な
ぞ
る
よ
う
に
繰
り
返
す。

冠
板
は
い
ま
だ
荒
削
り
の
状
態
を
示
す。

挿
図
17)

は
対
角
線
の
構
成
を
と
る。

柱
頭
の
両

た
柱
頭
で
あ
り、

同
一
モ
チ
ー
フ
の
変
奏
と
い
え
る。

頭
の
彫
刻
師
の
手
は
異
な
る
が、

い
ず
れ
も
一
―
二
0
年
代
か
ら

一

三
0
年
代
に
制
作
さ
れ

ム
テ
ィ
エ
の
こ
れ
ら
の
柱
頭
に
類
似
す
る
柱
頭
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
あ
る
だ
ろ
う
か。

強
い
て

挙
げ
れ
ば、

の
柱
頭
で
あ
ろ
う。

渦
巻
か
ら
し
て
ム
テ
ィ
エ
の
作
例
よ
り
遅
い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

の
柱
頭
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
近
在
の
ブ
ッ
シ
ー
に
み
ら
れ
る
が、

(
42)
 

の
単
調
な
繰
り
返
し
が
進
ん
で
い
る。

ベ
ル
型
柱
頭
七
(
Fo
g
g.
In
v.
 1922.
2
2
 

心
軸
か
ら
主
幹
が
立
ち
上
が
り、

上
で
実
を
つ
け
る。

主
幹
の
y
字
分
岐
点
の
前
方
で
も
う
一

対
の
枝
が
交
叉
し、

側
面
か
ら
伸

び
て
き
た
同
類
の
枝
と
絡
ま
り
大
き
な
葉
を
広
げ
る。

柱
頭
の
右
側
面
の
葉
脈
が
細
部
ま
で
彫

刻
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し、

冠
板
は
い
ま
だ
荒
削
り
の
段
階
で
あ
る
か
ら、

こ
の
柱
頭
も
未
完

成
の
ま
ま
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う。

構
成
は
単
純
に
見
え
な
が
ら、

胴
部
の
地、

丸
い
幹、

の
前
方
で
交
叉
す
る
一

対
の
枝
と
い
く
つ
も
の
面
が
立
体
的
に
重
な
り
手
が
込
ん
で
い
る。

こ

の
よ
う
に
交
叉
し
た
丸
い
枝
は
珍
し
い
が、
Pit
X
L
 (
発
掘
地
点、

南
大
袖
廊
よ
り
西
よ
り
の

身
廊
ベ
イ）

C
)
。

オ
シ
エ
美
術
館
に
あ
る
大
柱
頭
(
Mu
see
Oc
hier,
 in
v.
 78.
27)

と
南
袖
廊
の
塔

し
か
し
ど
ち
ら
の
場
合
も、

後
退
し
た
柱
頭
胴
部
と
極
端
に
様
式
化
し
た

Y

字
に
分
か
れ、

各
々
が
も
う
一

度
分
岐
し
両
角
と
中
心
軸

か
ら
出
士
し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
彫
刻
断
片
の
中
に
も
見
い
出
さ
れ
る
（
挿
図
13

ム
テ
ィ
エ
の
こ
の
柱
頭
は
『
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
捧
げ
物』

（
挿
図
8
a
)。

台
形
柱
頭
一

(
Fo
g
g.
 In
v.
1
922.
1
6)

 

挿
図
20)、

ム
テ
ィ
エ
の
こ
れ
ら

こ
こ
で
も
モ
テ
ィ
ー
フ

の
左
側
面
の
樹
木
に
よ
く

は
扁
平
な
横
長
胴
部
を
示
す。

台
形
柱
頭
に
ベ
ル
型

柱
頭
の
ア
カ
ン
サ
ス
構
成
を
移
し
た
た
め、

中
段
で
同
じ
大
き
さ
の
ア
カ
ン
サ
ス
葉
が
四
回
繰

り
返
す
単
調
な
構
成
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。

表
面
的
な
技
巧
に
走
ら
な
い
ア
カ
ン
サ
ス
の
彫
り

方
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
南
袖
廊
の
大
柱
頭
や
フ
ァ
リ
ニ
エ
美
術
館
の
葉
飾
り
柱
頭
に
近
い
。

台
形
柱
頭
二
(
Fo
g
g.
 In
v.
1
922.
2
0)

と
台
形
柱
頭
三
(
Fo
g
g.
In
v.
1
925.
9.
1
 

お
よ
び
デ
イ
ジ
ョ
ン
考
古
学
博
物
館
の
台
形
柱
頭
(In
v.
982.
2.
1)

 

似
て
い
る

そ

の
三
つ
は、

ど
れ
も
正
面

挿
図
19)

は
Y

字
型
の
構
成
を
と
る。

正
面
の
中
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ン
と
ブ
ッ
シ
ー

の
柱
頭
で
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。

の
中
心
軸
か
ら
幹
が
立
ち
上
が
り 、

左
右
二
股
に
わ
か
れ 、

両
角
で
大
き
な
渦
巻
を
つ
く
る
と

(
43)
 

い
う
同
様
の
構
成
を
示
す 。

フ
ォ
ッ
グ
の
台
形
柱
頭
二
(l n

v.1
922 .
20)

で
は
渦
巻
の
下
で
大

き
な
厚
い
葉
が
折
り

返
し
て
柱
頭
の
輪
郭
線
を
描
く 。

台
形
柱
頭
三
(lnv .
1925 .
9 .
1

20)

と
デ
イ
ジ
ョ
ン
の
例
(In
v .

982 .
2 .
1)
 

以
上 、

結
果 、

で
は 、

平
た
い
葉
に
大
小
の
ド
リ
ル
孔
を
深
く

穿

ム
テ
ィ
エ
の
葉
飾
り

柱
頭
の
構
成
と
彫
刻
技
法
の
特
徴
を
観
察
し 、

す
る
作
例
を
ク
リ
ュ
ニ
ー

の
葉
飾
り

柱
頭
（
断
片
を
含
む）

と
ブ
ッ
シ
ー

な
ど
に
見
た 。

ム
テ
ィ
エ
の
彫
刻
技
法
の
特
徴
と
比
較
し
う
る
例
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る 。

(-
）

葉
と
葉
の
分
岐
点
に
は
い
る
二
本
の
線
刻
（
挿
図
12 、

認
a

) 。

こ
の
細
部
は 、

ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
と
そ
の
様
式
を
共
有
す
る
南
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
の
柱
頭
に
は
い
ま
だ
見
ら

(
Conant
 1009 .
8)
 
i«l
は
じ
め 、

回
廊
や
身
廊
の
西
寄
り
ベ
イ 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
東
端
部
の
柱
頭
に
は
な
い
が 、

（
二）

の
技
法
と
同
様 、

そ
れ
ら
に
対
応

そ
の

ク
リ

ま
た
西
扉
口
周
辺
と
さ
れ

（
二）

細
長
い
葉
の
中
央
に
は
い
る
谷
折
線
の
よ
う
な
線
刻
（
挿
図
15) 。

こ
の
細
部
技
法
も

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
Pit
X
出
土
の
断
片
（
挿
図
13

b)

を
は
じ
め 、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
の
葉
飾
り

柱
頭
と
説
話
柱
頭 、

ま
た
オ
ー

タ

（
三）

細
長
い
葉
の
主
脈
を
な
す
凸
状
の
峰
線
（
挿
図
12) 。

こ
の
技
法
も 、

上
記
(-
)

と

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
周
歩
廊
柱
頭
に
は
な
い
が 、

酉
扉
口
の
「
抱
き」

(
44)
 

彫
刻
断
片
(
Musee
Oc
hier
 inv .
 Conant
 103
1.1 ,
 10553 ,
 1056
A)

に
は
見
ら
れ
る 。

の

（
四）

S
字
形
に
カ
ー
ブ
し
て
持
ち
上
が
る
弾
性
の
あ
る
葉
先 。

こ
の
複
雑
な
彫
り

方
は
ク
リ

ュ
ニ
ー

で
は
そ
の
早
い
形
が
南
袖
廊
高
層
部
の
大
柱
頭
や
フ
ァ
リ
ニ
エ
美
術
館
の
葉
飾
り

柱
頭

の
細
部
に
み
ら
れ
る 。

ま
た
近
年 、

袖
廊
と
南
側
廊
の
交
点
と
な
る
壁
体
最
上
層
の
内
部
か
ら

姿
を
現
わ
し
た
葉
飾
り

柱
頭
で
は 、

こ
の
モ
チ
ー
フ
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
扱
わ
れ
て
い
る 。

る
柱
頭
に
は
み
ら
れ
る 。

れ
な
い 。

）
れ
に
対
し 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
西
扉
口
附
近
Pit
X
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片

ち 、

刻
に
探
す
と 、

ど
の

（
五）

松
毬 、

連
珠 、

鱗
飾
り
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
で
豊
か
に
装
飾
す
る
傾
向
（
挿
図
15) 。

こ

う
し
た
装
飾
技
巧
は
一
―
二
0
年
以
降
し
だ
い
に
顕
著
に
な
り 、

ヴ
ェ
ズ
レ
ー

の
ナ
ル
テ
ッ
ク

本
研
究
は 、

分
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

会
修
道
院
ム
テ
ィ
エ
・

サ
ン
・

ジ
ャ
ン
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
柱

頭
彫
刻
の
特
質
を
考
察
す
る
と
と
も
に 、

母
修
道
院
ク
リ
ュ
ニ
ー

第
三
教
会
堂
西
扉
口
彫
刻
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る 。

柱
頭
の
観
察
と
分
析
に
先
立
ち 、

ま
ず 、

の
教
会
堂
に
言
及
し
た
史
料
か
ら 、

と
確
認
さ
れ
た 。

ま
た 、

銅
版
画
に
描
か
れ
た
ム
テ
ィ
エ
の
建
築
様
式
と
分
離
式
タ
イ
プ
の
現

存
柱
頭
も 、

い
る 。

フ
ォ
ッ
グ
美
術
館 、

ム
テ
ィ
エ

そ
の
建
設
年
代
が
一
―
二
0
年
代
以
降―
一
三
0
年
初
頭

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
建
築
様
式
が
伝
播
し
た
一
―
二
0
年
以
降
の
枠
組
み
を
示
唆
し
て

ム
テ
ィ
エ
の
柱
頭
の
観
察
か
ら
は 、

複
数
の
彫
刻
師
の
「
手」

が
判
別
さ
れ
た 。

そ
れ

ぞ
れ
の
彫
刻
師
の
「
手」

に
類
似
す
る
様
式
と
技
法
を
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
地
方
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫

す
べ
き
は 、

「
手」

の
場
合
も 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
西
正
面
扉
口
と 、

坑
Pit
II
お
よ
び
Pit
X
か
ら
出
土
し
た
彫
刻
断
片
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
た 。

リ
ュ
ニ
ー

西
扉
口
に
共
通
す
る
彫
刻
技
法
は 、

説
話
柱
頭
で
は
衣
文
や
顔
の
造
作
（
目 、

髪

型）

で
あ
り 、

葉
飾
り

柱
頭
で
は
葉
の
彫
り

方
や
装
飾
的
な
細
部
技
法
で
あ
る 。

こ
う
し
た
傾

向
は 、

ク
リ
ュ
ニ
ー

の
工
事
が
上
層
部
か
ら
酉
扉
口
近
く
に
進
む
に
し
た
が
い
顕
著
に
な
る
特

徴
で
あ
り 、

大
修
道
院
建
設
工
事
（
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス
を
除
く）

ム
テ
ィ
エ
と
ク
リ
ュ
ニ
ー

に
共
通
す
る
様
式
の
特
徴
は
ク
リ
ュ
ニ
ー

建
設
工
事
の

前
期
と
考
え
ら
れ
る
東
端
部
の
周
歩
廊
柱
頭
と 、

ン
ジ
ー
・

ル
・
ド
ュ
ッ
ク
な
ど
の
作
品
群
に
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る 。

ル
ー
ブ
ル
美
術
館 、

デ
イ
ジ
ョ
ン
考
古
学
博
物
館
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所在地 彫刻の形体（柱頭の種類） 寸法(cm) 図像／意匠 凶版 備考／来歴
Fogg Art Museum, 説話柱頭 台形柱頭 H 61, W62 2, エマオの巡礼 本挿図24 Autun capital 
Harvard Univ.US.A. D58 4 左．天使、 右．建築1人物 MTD, 図11-13
No192217 LS,fig 3 
No 1922 19 説話柱頭 ベル型柱頭 H 64 8, W62 (上） ， 正左

(J

面
側

o
面

h
：

n

ザ

?
：カエアヘのお

少
告

年
げ 本挿図6

D58 4 エリザベトと MTD, 図19-22
(35 5carved top) ） LS,fig 1 

No 192218 説話杜頭 台形杜頭 H 66, W
(4
6
5
3
..7

5
) 
, 正面·カインと

（
アサベムルソのン供？犠） 

本挿図 8 Cluny bird (Louvre) 
D58 4 右· 獅子と人物 MTD, 図26-28

LS,fig 2 
No 1922 25 葉飾り柱

柱頭
頭1 H 64 8, W63 5, bell cap.pinetorn 本挿図15 Clu

エ
ny
ル

III
祭
、
埴

西

の
正
支
面
柱

階

の
上

彫
、

刻
聖ミ

ベル型 D. ? (36 8) MTD, 図53 ヵ 断片
LS,fig 12 

No 1922 24 葉飾り柱頭2ベル型柱頭 H 64 8
(
, 
3 
W63 5, bell cap face 本挿図17

D.? 6 8) MTD, 図62-63
LS,fig.13 

No 1922 26 莱飾り柱頭3ベル型柱頭 H 64 8, W61
6
, 
) 

bell cap 2段コリント 本挿図12 Cf C luny,Musee Ochier, 
D.48 3 (35 MTD, 図45-46 Corinthian capital 

LS,fig. 4 
No 1922 27 葉飾り柱頭4 ベル型柱頭 H 63 5 ,  W61, 本挿固14

D.584 MTD, 図50
LS.fig. 6 

No 1922 22 葉飾り柱頭 5ベル型柱頭 H 64 8, W63 5, simple trunk,unfinished ? 本挿図19 Cluny lTI、 彫刻断片、
D.584 MTD, 図72 Conant,pit 

LS,fig 11 
No 1922 23 葉飾り柱頭ベル型柱頭 H 64 8, W63 5, simple foliage w/bucls MTD, 図66

D.54 6 (36 8) LS,fig 10 
No 1922 21 葉飾り柱頭7 ベル型柱頭 H 64 8

(
, 
3 
W63 5, simple foliage w/buds 本挿図18

D.52 6 8) MTD, 図67
LS,fig 9 

No 1922 16 葉飾り柱頭8台形柱頭 H 584, W62, 3 registered corinthian MTD, 図51
D 63 5 LS,fig 5 

No 1922 20 莱飾り柱頭9台形柱頭 H 62, W62 9, corinthian w /large volutes, MTD, �74 
D.61 rnsette I、S,fig. 8 

No 1925 9 l 葉飾り柱頭10台形柱頭 H 63 5, W63 5, corinthian w /large volutes, 本挿図20
D 69 8 rosette MTD, 図75
(38 ltop, 5 25brn) LS,fig 7 
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Coll.Voisenet, 
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regional 

彫刻の形体
Head with a huge eye 

Birds and tree, 柱頭？

説話柱頭

彫刻の形体
説話柱頭、 ベ ル型柱頭

装飾柱頭、 ベ ル型柱頭

説話柱頭、 台形柱頭

葉飾り柱頭、 台形柱頭

装飾柱頭、 ベ ル型柱頭

葉飾り柱頭、 ベ ル型 柱頭

修7回9道廊
)

北院横壁長臥11
ピ像

エ
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胸
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年
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ル
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葉飾り柱頭断片

建築モチー フ断片

烏、 ベ ル型柱頭

4脚獣（獅子？）の柱頭、

溝付き角柱断片

窓ア ーチの断片

葉飾り柱頭断片

Pilaster 断片

リンテ ル、 聖 ペテロ両手
の断片

葉飾り柱頭、 台形柱頭
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り水文
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寸法 cm 

I H 63 5, W70 8 
D.36 7 

寸法 cm 
H 身64

、
, W63 

柱 直径38

H 64, W63 

H 63, W50 
Pro O 62 

H 60, W63 5 
Pr .0.405 

H 65 , W.55 
Pro O 64 

H 31, W 55 5 
Pro O 295 
H 15 2, W .41 
Pro O 24 

図像／意匠 図版
NS,fig. 13 

I 正面．「地獄の金持 ちとアプ I NS,fi gs 36-37 
ラハム の

「
醜胸

き
の金中持

の
ちラのザ死

ロ
」j 側面 』

図像／意匠
「葡萄の収穫』

Scもnes de vendange s 

正面 ’ バシリスク、ロゼット

『獅子窟の預言者ダニエ ル』

葉飾り柱頭

装飾柱頭 4羽の鷲
Be ll-capital 

Beads ornamentation on leaf 

横臥 像胸 部断片

葉飾り 、 アバカス、 ロゼット

鱗タイル のド ーム、 塔

天使のいる柱頭

対角線の構図、 Foggと比較
可
パルメットの枠縁の中にロゼ
ット
右手に鍵をもつ。 左手に花飾
り。

聖 ミカエルと龍（保存状態悪
い）

連珠帯、 細かな葉飾り

シンプル、

若き王の頭（ゴシック）
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NS,fig 32 

NS,fig40 

NS,fig 14 

NS,fig 29 

NS,fig.26 

NS.fig 8 

NS,fig9 

NS,fig 30 

NS,fig 33 

NS,fig 34 

NS,fig 28 

NS,fig 25 
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NS,fig 32 
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Foggと異なる。 遅い？
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